〓2
「よし、みんな、逃るぞ!」ぼくの号令とともに、仲間たちがいつせいに走りだした。
背後で、王家の石像の怒号が聞こえる。が、ヤツは追おうとはしなかった。300
〓300へ
い300へ
〓3
ぼくたちはまずはポーラの家を目ざすことにした。その途中……
「ねえ、ネス。わたし、戦いの中で、PKファイアーを覚えたみたいなの」
と、ポーラが打ち明けた。Pkファイアーは、指先から炎を出すすごい技だ。これで戦力
はぐっとアップ。次からの戦いが楽になるぞ。
◆ポーラが『pKファイアー』を習得した。ps-リストにチェックして109ヘ
◆ポーラが
〓4
いきなり中に入るのは危険すぎると思い、しばらく村を探ってみると、怪しげな洞窟を発
見した。おもいきって入ってみると、なんと、あの山小屋の前に出たじゃないか!
さっそく小屋の中に入ってみると、そこには鉄格子の牢がしつらえてあった。中には、金
色の髪と青い目をした女の子が閉じこめれていた。
女の子は、上目づかいにぼくを見た。目には泣きはらしたあとがあった

